
















































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　a＋b　　　　　　　a　 1＜　　 　 　 　　　　　　　　　　 　　 　 く1＋一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．12）
　　　■…一・・…（a圭b・）b
μ3はμとμ2の問に位置することが証明される。
　　　μ・＜μ・＜μ・　　　　　　　　　　　　　　（4．13）
したがって，条件付き情報システムが利用されるときには，管理者からある水
準の努力を引き出すことのコストは，追加情報のない場合よ．りは高いが，無条
件で追加情報を入手しうる場合よりは低いことにな乱
　（4，6）をハこついて解くと，（4．14）が得られる。
　　　　　1　　　（1＿e－k量）C　　　　　　ak2　　　2＝　　　十　　　　2a3k2　　　　　2a4k　　　　　ak＋（1＿ak）e－k至
　　　　　　2a3k－4a4k里e’左量一3a5k畠（1－e－k圭）
　　　　十　　　　　　　　2｛ak＋（1＿ak）e一雌｝2
・去（・寸虚一・剛／［、、十浩竃』。量コ。 、集／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4、工4）
　　　　　　a＋bここで，k≡　　　。　　　　　　ab
　最適な管理限界玄については，（4．7）を解いて（4．11）を代入すると次式で
与えられる。
　　　、　ab　　　　　　　ノ酊　　　x＝　　　　　ln　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　（415）
　　　　　a＋b　　　（1＋b）〉π＿a（a＋b）〉a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　571
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ここで，自然対数内の分母は正であるものと仮定される。
　最適な管理限界文を明示的に与えている（415）は，それが情報コストC
ぱかりでなく，管理老の選択する行動aと管理者のコントロール不可能な要
因bにも依存Lて定められることを示している。第1に，情報コストが高く
なるにつれて，追加情報の生産を差L控えるようになるはずである。すなわち，
調査領域は狭く恋り，（4．1）の管理隈界文は小さくならねぱならたい。この
予想される結果は，∂文／∂C＜oによって確認される。121
　第2に，管理者の努力水準aはどのような影響を皇に対して及ぼすであろ
うか。この仮設例においては，∂文／∂a＞0が成立している。｛副したがって，管
理考の努力水準が高まるにつれて，調査領域を拡大Lていくことが意味され
る。他のことカミらを一定とする隈り，高い努力水準によって必ず好業績が保証
されるならぱ，その労働に対して高い報酬が支払われるような業績評価のシス
テムでなげれぱ不合理である。管理考にとってコントロール不能な要因bが一
定であるとき，管理考の努力水準が高まるならぱ，失敗が管理者の責任に帰せ
られる確率は小さくなり，調査からはy＝y・というメッセージが伝えられる
確率が大きくな私調査の実施によって，実施Lないときよりも低い報酬s
（X，y1）を得る可能性は少なくたり，より高い報醐S（X，y・）を受け取る可能
性が多くなる底らぱ，管理者は高い努力を払うように動機づけられるはずであ
る。とりわけ，この仮設例におけるように追加情報が完全に正確であるような
場合には，このような状況が明瞭に現れるものと思われる。
　最後に，管理者にとってコントロール不能な要因bの麦に与える影響につ
いては，∂文／∂bが正にも負にもなりうるため，無条件にそれを規定すること
はできない。しかしながら，情報コストCが小さく，aに対してbが相対的
にかなり大きい場合に，a文／∂bは正となりうるが，相対的に小さい場合には，
負となる，ということは指摘することができる。このことは，どのように解釈
されるべきであろうか。管理者の努力水準aが一定であるにしても，bの値が
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増加するにつれて実績xの期待値は大きくな乱　しかL，その業績の改善が
管理者の労働強化によるものでない以上，実績の向上を管理者の報酬の増加に
結びつげることを，経営老は望まないであろう。ところで，努力水準aが一定
であるとき，aに対してbの値が相対的に大きけれぱ，失敗が管理考の責任に
帰せられる確率は高くなり，その逆に相対的に小さげれぱ，その確率は低くな
る。そこで，経営老は，前考の場合に調査領域を拡犬してS（X）よりもS（X，
y・）を，後者の場合に調査領域を縮小Lてs（x，y・）よりもs（x）を，それぞ
れ管理考の報酬とすることを要求するものと考えられ乱
注（1）Leibnitzのルールは次の公式で与えられる。
音1：：1：・③・）吋：；：∂等y）砒・・（・（…）等）
　　　　　　　　　dg（y）　　　i　f（9（y），y）　　　　　　　　　dy
　　∂麦　　　　　　　　　　ab｛2a（a＋b）花「十（1＋b）b｝
（2）π＝■・（。。・）個｛（1．b）〉π一。（。。b）例＜O
　　破　　　b2（3）
　　∂a　　　（a＋b）2
　　　　　花σ1n
　（1＋b）〉正≡C1＿a（a＋b）〉互■
　　a皇（4）
　　∂b
　　　　　・・π（音…）
十　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞O　（a＋b）｛（1＋b）楓＿a（a＋b）ノ…「｝
　a，　　　　　　　侃　　　　　　　a　　　1n　　　　　　　　　　　　　　　⊥（a＋b）2　　（1＋b）ノ酊＿a（a＋b）〉五■　’2（a＋b）
　　　a里bψ「＿a侃＿3ab侃十　2（a＋b）｛（1＋b）畑＝＿a（a＋b）篶「｝
（未　完）
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